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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

木
ノ
芽
古
道

第
31
回

は
じ
め
に

　

敦
賀
市
は
、
福
井
県
の
中
央
に
位
置

し
、
北
は
日
本
海
を
臨
み
、
他
の
三
方

を
野
坂
岳
、
西
方
ヶ
岳
、
岩
籠
山
の
敦

賀
三
山
を
は
じ
め
と
し
た
峰
々
が
平
野

部
を
取
り
囲
む
よ
う
に
連
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
は
、
古
く
か
ら
天
然
の
良
港
で

あ
る
敦
賀
港
を
中
心
に
、
対
岸
諸
国
や

国
内
各
地
を
結
ぶ
交
通
の
結
節
点
と
し

て
栄
え
た
ま
ち
で
あ
り
、
明
治
期
に

は
、
日
本
初
の
鉄
道
と
な
る
４
路
線
の

一
つ
と
し
て
、
琵
琶
湖
畔
│
敦
賀
間
の

鉄
道
建
設
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
海
陸

交
通
の
要
衝
と
し
て
、
発
展
し
て
き
た

ま
ち
で
あ
る
。

街
道
と
敦
賀

　

本
市
に
は
、
平
安
初
期
に
拓
か
れ
、

明
治
初
期
ま
で
千
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
敦
賀
と
福
井
方
面
を
結
ぶ
街
道
と

し
て
使
わ
れ
た
木
ノ
芽
古
道
が
あ
り
、

こ
の
道
を
紫
式
部
、
親
鸞
、
新
田
義
貞

な
ど
後
世
に
名
を
残
し
た
偉
人
達
が
往

来
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
「
お
く

の
ほ
そ
道
」
を
記
し
た
松
尾
芭
蕉
、
幕

末
に
は
尊
王
攘
夷
を
唱
え
て
京
を
目
指

し
た
水
戸
天
狗
党
の
一
行
な
ど
も
こ
の

道
を
通
っ
て
お
り
、
日
本
の
歴
史
に
も

深
く
か
か
わ
る
街
道
と
な
っ
て
い
る
。

　

松
尾
芭
蕉
来
訪
後
の
敦
賀
で
は
そ
の

足
跡
を
訪
ね
て
多
く
の
俳
人
が
訪
れ
、
俳

句
文
化
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

現
在
で
も
毎
年
全
国
俳
句
大
会
が
開
催

さ
れ
、
学
校
に
お
い
て
も
芭
蕉
や
俳
句
に

関
す
る
学
習
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
敦
賀
で
捕
ら
え
ら
れ
、
命
を

落
と
し
た
水
戸
天
狗
党
の
一
行
は
、
住

民
に
手
厚
く
葬
ら
れ
、
松
原
神
社
に
祀ま
つ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
機
に
、
松

原
神
社
１
０
０
年
祭
が
行
わ
れ
た
昭
和

40
年
に
、
本
市
は
水
戸
市
と
姉
妹
都
市

と
な
り
、
観
光
交
流
や
防
災
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
相
互
協
力
や
親
善
が
行

わ
れ
て
い
る
。

や
さ
し
い
日
本
人
が 

い
た
ま
ち「
敦
賀
」

　

敦
賀
港
は
明
治
32
年
に
開
港
場
（
外

国
貿
易
港
）
の
指
定
を
受
け
、
明
治
35

年
に
敦
賀
│
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
間
の
定

期
航
路
が
開
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
明
治

45
年
に
は
、
新
橋
駅（
東
京
）│
金
ケ
崎

駅（
敦
賀
）直
通
の「
欧
亜
国
際
連
絡
列

車
」
が
開
業
し
、
世
界
へ
の
玄
関
口
と

し
て
繁
栄
し
た
。

　

大
正
期
に
は
、
革
命
等
に
伴
う
ロ
シ

ア
国
内
の
動
乱
に
よ
り
、
シ
ベ
リ
ア
に

取
り
残
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
を
救

出
す
る
た
め
、
世
界
の
国
々
が
支
援
を

断
る
中
、
日
本
は
速
や
か
に
孤
児
の
受

け
入
れ
体
制
を
整
え
、
救
助
に
駆
け
付

海
陸
交
通
の
結
節
点
と
し
て
発
展
し
た

魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち 

敦
賀

敦つ
る
が賀

市
長（
福
井
県
）　
渕ふ

ち
か
み上
隆た

か
の
ぶ信

市内各地に点在する松尾芭蕉の句碑

敦賀まつりの様子（氣比神宮大鳥居前）
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け
た
。
こ
の
際
、
敦
賀
港
に
は
多
く
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
が
上
陸
し
、
住
民
た

ち
が
食
料
の
提
供
な
ど
を
行
い
、
温
か

く
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
昭
和
15
年
に
は
、
ド
イ
ツ
の

侵
攻
に
よ
り
国
を
追
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人

難
民
の
命
を
救
っ
た
杉
原
千
畝
領
事
代

理
が
発
行
し
た「
命
の
ビ
ザ
」に
ま
つ
わ

る
、
難
民
受
け
入
れ
の
舞
台
と
な
り
、

過
酷
な
状
況
で
上
陸
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
難

民
を
住
民
た
ち
は
温
か
く
出
迎
え
、
少

年
が
空
腹
の
難
民
に
リ
ン
ゴ
を
提
供
し

た
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
人
道
の
港
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ら
人
道
の
港
の
歴

史
を
背
景
に
、
現
在
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
や

リ
ト
ア
ニ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
等
と
の
交

流
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。

敦
賀
の
新
た
な
挑
戦

　

２
０
２
２
年
度
末
に
は
、
北
陸
新
幹

線
の
敦
賀
開
業
を
控
え
て
お
り
、
新
幹

線
の
受
け
皿
づ
く
り
と
し
て
、
北
陸
新

幹
線
の
玄
関
口
と
な
る
敦
賀
駅
周
辺
エ

リ
ア
か
ら
古
代
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る

氣
比
神
宮
周
辺
エ
リ
ア
、
人
道
の
港
の

歴
史
な
ど
明
治
大
正
浪
漫
と
昭
和
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
敦
賀
港
周
辺

エ
リ
ア
の
地
域
資
源
等
の
磨
き
上
げ
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
施

策
と
し
て
、
周
辺
地
域
と
の
広
域
的
か

つ
一
体
的
な
経
済
圏
・
生
活
圏
を
形
成
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
「
ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
ポ

リ
ス
構
想
」の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
構
想
は
、
周
辺
地
域
と
と
も
に

協
調
的
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
理
念

と
し
て
、
周
辺
地
域
の
産
業
と
の
間
で

製
品
や
部
品
を
は
じ
め
と
し
た
、
い
わ

ゆ
る
モ
ノ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
た
な
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
市
の
産
業
構
造
の
複
軸
化

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
元
化
の
実
現
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
そ
の
先
導
事
業
と
し
て
、
地

場
産
業
の
強
化
と
周
辺
地
域
と
の
新
た

な
モ
ノ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
向

け
て
、
企
業
が
行
う
研
究
開
発
を
支
援

す
る
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
中
心
と
し
た

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
構
築
に
向
け
て
、
水
素
燃
料
電
池
バ

ス
の
試
験
運
行
に
よ
る
市
民
意
識
の
醸

成
と
自
立
型
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ

ス
テ
ム
の
導
入
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

北
陸
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
地
域
資

源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
交
通
の
要
衝
の
特
性
を
生

か
し
た
新
た
な
産
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
、
市
民
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、「
将
来
世
代
に
誇
れ
る
新
た
な
敦

賀
」を
築
い
て
ま
い
り
た
い
。

人道の港に関する歴史資料を展示する「敦賀
ムゼウム」

水素燃料電池バスとダイヤモンド・プリンセス
（敦賀港）

一
口
メ
モ

木ノ芽古道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

　

木
ノ
芽
古
道
は
西
近
江
か
ら
敦
賀
を

経
て
府
中
（
越
前
市
）
に
通
じ
る
「
北
陸

道
」の
一
部
で
、
敦
賀
・
今
庄
間（
約
26
㎞
）

の
う
ち
、
新
保
宿
か
ら
二
ツ
屋
宿
ま
で

（
約
６
㎞
）を
つ
な
ぐ
古
道
で
あ
る
。

　

道
が
拓
か
れ
た
の
は
天
長
７
年（
８
３
０

年
）以
前
と
さ
れ
、
明
治
中
頃

ま
で
の
約
１
１
５
０
年
間
、

畿
内
と
北
陸
を
結
ん
で
人
馬

の
往
来
、
荷
物
の
運
送
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
。

　

明
治
20
年
（
１
８
８
７
年
）

に
東
浦
に
車
道
が
開
通
し
て

以
降
旅
人
の
往
来
は
途
絶
え

た
が
、
随
所
に
古
道
の
面
影

を
色
濃
く
留
め
て
お
り
、
文

化
庁
の
歴
史
の
道
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

木ノ芽古道

敦賀市

北陸
自動
車道

北
陸
本
線

新保

二ツ屋

板取宿
（上板取）

言奈地蔵
峠の茶屋

道元禅師碑
木ノ芽
城址

千
年
を
超
え
畿
内
と
北
陸
を
つ
な
ぐ
古
道


